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 アプローチアプローチアプローチアプローチ    

「苗場」というとスキーかユーミンコンサートのイメージだった。昨年ＨＰを見て「苗場山」という山が

あることを知った。山行案内で「見るものを驚かす『神々の田圃（たんぼ）』が広がる雲上の大湿原」

とあり、楽しみにしていた。説明で「小赤沢登山口から登った方が景色がいい。」と聞き、更に楽しみ

にしていた。 

塩沢石打ＩＣで高速道を下り、353号線、117号線、405号線と進み、苗場山の西側に回り込む。ＩＣか

らが長いと言われたが、楽しみで少しも気にならなかった。小赤沢川を渡るとすぐ左に曲がり小赤

沢登山口へ。準備・トイレ・ストレッチを済ませ出発。５０台駐車可能でいつもはもっと車が多いと言

われた。本日は登山口に近い方に10台位。山は空いている方が楽に登れる。空いていてよかった

と思った。 

初めは緩やかな登り初めは緩やかな登り初めは緩やかな登り初めは緩やかな登り 

小赤沢登山口は既に三合目なので、九合目まで頑張れば素晴らしい景色が待っていると考え、安

心して登り始めた。明るい緩やかな傾斜を、植物を見たり鳥の声に耳を澄ませたりして楽しく登って

行く。ブナらしい広葉樹林帯の道。大木もある。木の根が露出した個所は歩きづらい。２・３日前の

雨が残り滑りやすい箇所もある。慎重に歩いて行く。途中Ｓリーダーが「チタケ」を発見。４合目で休

憩。衣服調整も行う。凍ったパイナップルが美味しかった。 

また緩やかな傾斜を登って行く。日陰なので気持ちがいい。五合目で休憩。かりんとうを食べてＳさ

んはご機嫌。栃木市の金桝屋のかりんとうは手作りで美味しい。塩タブレットもいただいた。 

六合目までは、針葉樹林帯の薄暗い道。涼しい。輪切りにした切株が道に敷いてある。これを埋め

るのも大変だったろうなあ、と感心する。ぬかるんでいるが、切株木道のお陰で歩き易い。小さな沢

を渡るような個所もある。乾いた石に足をしっかり乗せるようにする。 

急登急登急登急登で大汗で大汗で大汗で大汗    

六合目からは岩交じりの急登。「おっ、来たな。」という感じ。足場を決めながら登って行く。オヤマリ

ンドウの農青が美しい。七合目で休憩。コーヒーゼリーをいただく。 

七合目からクサリ場が出現。ガイドブックに胸突き八丁と書いてあった。標高差２００ｍ。急な岩場だ

がクサリを使わなくても登れる。クサリは使わない方が前の人を待たなくてよいので登り易い。自分



のペースで登れる。が、クサリ場を登るうち息が弾んできた。汗が噴き出す。明るい頂上に向かっ

ているのは分かるが、なかなか辿り着かない。クサリ場を何か所か過ぎた。口を開けたまま肩で息

をするようになった。Ｓリーダーの「もう、ちょっと。」を信じて頑張る。最後の急な岩場を登り切ると草

原らしくなった。まだ階段がある。必死で登り詰めると明るい湿原に・・。汗が、汗が・・目に入る！背

中と胸もびっしょりだった。 

坪場坪場坪場坪場・樹林帯・いよいよ湿原・樹林帯・いよいよ湿原・樹林帯・いよいよ湿原・樹林帯・いよいよ湿原 

休憩所があり、ここが坪場とのこと。本日初めての写真を撮っていただく。山を見るとあっという間に

ガスが・・。次の晴れ間を期待する。周りの景色を楽しみながらカップのオレンジぜりーをいただく。

丁度よく解けていて美味しい。 

湿原の木道を緩やかに登って行きオオシラビソの樹林帯に入る。道は岩場で歩きにくかった。 

樹林帯を抜けるといよいよ広大な湿原。ガスっていても、とてつもなく広いことは分かる。１０００個

以上の池塘があるそうだ。池塘を真近に見ながら木道を歩く。景色に感動！素晴らしい。広い！４ｋ

ｍ四方。２０００ｍを超える山の山頂がテーブル状になっている。これほど広大な高層湿原が広が

る山は苗場山だけとのこと。来てよかった。 

苗場山自然交流苗場山自然交流苗場山自然交流苗場山自然交流センタセンタセンタセンター・山頂・湿原ー・山頂・湿原ー・山頂・湿原ー・山頂・湿原2068m2068m2068m2068m地点地点地点地点    

自然交流センターに寄りトイレを済ませる。５００円硬貨でお願いして４００円のお釣りを貰った。山

頂近くのトイレはありがたい。灌木の間を１００ｍ歩くと苗場山山頂だった。徒歩１分。灌木に囲まれ

ているので眺望は無い。大菩薩嶺もこのような感

じだったと思い出す。苗場山山頂の標柱があった。

写真を撮っていただく。 

広い休憩所まで降りた。ザックを置いてもよいと言

われたが背中が寒いので背負っていくことにする。

ケルンの先を左に曲がり赤湯温泉方面への木道

を進む。赤湯温泉は昨年Ｓ月女さんが宿泊したと

のこと。そちらから登ってくるのは大変だそうだ。Ｓ

さんが「晴れていれば山々が全部見える。」と教え

てくれた。太陽が出てないので方角が分かりにく

い。どうやら南に向かっているようだ。東に谷川連峰、北東に巻機山・越後三山があるらしい。 

Ｓリーダーはのんびりと歩っているつもりらしいが、初めての自分は木道を滑らないように必死で歩

く。来る人が無いので助かる。「ここが２０６８ｍ地点。もう少し歩きますか？」の問いに「景色をゆっく

り見たい。」と答える。モウセンゴケがあった。感動！イワショウブ・ワタスゲ・イワイチョウの白、キ

ンコウカ・アキノキリンソウの黄色・・。歩きながらチラッと見ても、止まってじっくり見ても感動！来て

よかった。 スイカを食べたら休憩所に戻る。スイカがみずみずしくて美味しかった。 

休憩所休憩所休憩所休憩所で美味しいうどんで美味しいうどんで美味しいうどんで美味しいうどん    

広い休憩所は数名の登山者がランチを楽しんでいた。Ｓリーダーが休憩所の一角でうどんを作りっ

てくださる。食器はＫ内さんが運んでくれた。キノコ、鶏肉の出汁が効いて、天ぷら、ネギが乗ったう

どんはとても美味しかった。体に沁みた。キュウリも美味しかった。楽しいランチの時間はあっとい

う間に終わった。 

下山下山下山下山も帰路も楽しくも帰路も楽しくも帰路も楽しくも帰路も楽しく 



下山は来た道を戻る。花が繰り返し見られるので、名前も口の中で繰り返して楽しんだ。石仏が幾

つかあった。Ｓさんが興味を持ったが、Ｓリーダーはさっさと進む。自分も興味があったが、「天照皇

大神」「猿田彦」を読むのが精一杯だった。神話の神様かな？ 

樹林帯で青紫色のきれいな松ぼっくりを見た。後で

調べたら「オオシラビソの雌花」。雄花は小さい茶色

で下の方にあるという。サファイア色と表現する人も

いた。本当に美しかった。 

坪場でマスカットを食べる。種なしで皮ごと食べられ

るので便利だと思う。六合目まで岩場を皆さん上手

に下りて行く。六合目で休憩。ゼリーをいただく。濃

青のオヤマリンドウをたくさん見た。ピンクの花はシ

オガマかな？ 

急降下の岩場が無くなっても、岩や木の根で大変。疲れているので足が上がらなくなる。一瞬気が

緩んだら右足がぬかるみに入った。靴が汚れた。最後まで気を引き締めて行こうと思う。カニコウモ

リの白い小さな花が励ましてくれるように思えた。 

Ｓさんが「苗場山はだれのリクエスト？」と言う。そ

ういうことを気にしたことはなかった。「去年１２月

のアンケートに書いた覚えはある。」と答えると「じ

ゃあＦさんだよ。」と言われた。「そうなんだ。」と不

思議な気持ちになった。 

四合目過ぎてＳさんが「チタケ」を見付けた。続け

てＡさん、Ｓ月女さんも。下りが活気付いて楽しくな

った。後で調べたら、栃木県では乳茸をチタケとい

い好んで食べる、とあった。 

小赤沢登山口P に戻ると、残った車は５・６台。靴

を履き替えトイレを済ませ帰路につく。４０５号線まで半分位進んだ所に「大瀬の滝」があった。落差

１５ｍ。立派な滝を車中から見せて貰った。 

直売所でスイカを買ったらミニトマトのおまけが付いた。生産者の方の気持ちがありがたい。雨が

パラパラきたので魚屋には寄らず塩沢石打ICへ。車中はＡさんを中心に話が盛り上がり楽しかった。

出流原ＰＡでトイレ休憩を取り、無事岩舟支所に帰着した。            （福島 記）           

  


